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令
和
５
年
度
秋
季
特
別
展

馬
で
ひ
も
解
く
近
江
の
歴
史

１。
月
７
日
（土
）
～
Ｈ
月
１９
日
（日
）

企
画
展
示
室

馬
は
古
く
か
ら
私
た
ち
の
暮
ら
し
や
社
会
に
大
き
な
影

響
を
与
え
た
動
物
で
す
。
五
世
紀
、
ヤ
マ
ト
王
権
は
馬
を

戦
い
の
道
具
と
し
て
、
各
地
の
豪
族
に
分
け
与
え
ま
し
た
。

栗
東
市
新
開
古
墳
に
副
葬
さ
れ
た
馬
具
や
仁
徳
天
皇
陵
古

墳
出
土
の
馬
形
埴
輪
は
、
馬
が
権
威
の
象
徴
で
あ
っ
た
こ

と
を
示
し
て
い
ま
す
。
六
世
紀
、
近
江
の
豪
族
た
ち
は
金

色
に
輝
く
馬
具
を
装
着
し
た
馬
と
と
も
に
継
体
大
王
を
支

え
ま
し
た
。
七
世
紀
以
降
、
近
江
と
各
地
を
結
ぶ
馬
を
使
っ

た
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
道

（駅
路
）
が
整
備
さ
れ
ま
す
。

人
び
と
や
馬
が
行
き
か
う
道
は
そ
の
後
、
東
海
道
や
中
山

道
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

本
展
で
は
馬
が
近
江
の
地
域
社
会
や
文
化
の
形
成
に
果

た
し
た
役
割
に
つ
い
て
考
古
資
料
を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。

【主
な
展
示
資
料
】

◎
重
要
文
化
財
、
△
県
指
定
文
化
財
、
□
市
指
定
文
化
財

◎
新
開

一
号
墳
出
土

馬
具

（当
館
蔵
）

回
忍
ヶ
丘
駅
前
遺
跡
　
子
馬
形
埴
輪

（四
條
畷
市
教
育
委
員
会

。
四
條
畷
市
立
歴
史
民
俗
資
料
館
蔵
）

仁
徳
天
皇
陵
古
墳
出
土

馬
形
埴
輪

（宮
内
庁
書
陵
部
蔵
）

御
明
田

一
号
墳
出
土

馬
形
埴
輪

・
人
物
埴
輪

（野
洲
市
教
育
委
員
会
蔵
）

◎
紀
伊
大
谷
古
墳
出
土

馬
甲
小
札

（国
（文
化
庁
）
蔵

・
和
歌
山
市
立
博
物
館
保
管
）

甲
山
古
墳
出
土

馬
甲
小
札

（野
洲
市
教
育
委
員
会
蔵
）

△
山
津
照
神
社
古
墳
出
土

馬
具

（山
津
照
神
社
蔵
）

堂
田
遺
跡
出
土

馬
鍬

（滋
賀
県
蔵
）

□
大
将
軍
遺
跡
出
土

絵
馬

（草
津
市
教
育
委
員
会
蔵
）

塩
津
港
遺
跡
出
土

船
形
代

（滋
賀
県
蔵
）

〈特
別
展
記
念
講
演
会
〉

１。
月
８
日
（
日
）

「東
ア
ジ
ア
か
ら
み
た
古
代
近
江

の
馬
文
化
」

講
師
　
諌
早
直
人
氏

全
爪
都
府
立
大
学
文
学
部
准
教
授
）

時
　
間
　
１３
時
３０
分
～
１５
時

△
苓
　
場
　
当
館
２
階
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム

参
加
費
　
一
〇
〇
〇
円

（資
料
代

・
特
別
展
観
覧
料
含
む
）

定
　
口貝
　
一
〇
〇
名

＊
往
復
は
が
き
に
よ
る
事
前
申
込
制

（先
着
順
）

＊
参
加
費
に
は
特
別
展
観
覧
料
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

〈特
別
展
関
連
講
座
〉

１０
月
２‐
日
（土
）

「馬
駆
け
る
近
江
―
考
古
資
料
か
ら
み
た
近
江
の
古
代
―
」

講
師
　
辻
川
哲
朗

《
公
財
）
滋
賀
県
文
化
財
保
護
協
会
）

時
　
間
　
１３
時
３０
分
～
１５
時

〈
不
　
場
　
当
館
２
階
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム

参
加
費
　
一二
〇
〇
円

（資
料
代
）

定
　
口員
　
一
〇
〇
名

＊
往
復
は
が
き
に
よ
る
事
前
申
込
制

（先
着
順
）

＊
今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
中
止

ま
た
は
変
更
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
随
時
、
当
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
ご
来
館
の
際
は
最
新
情
報
を
ひ
確

認
く
だ
さ
い
。

〈関
連
展
示
〉

『栗
束
市
出
土
文
化
財
セ
ン
タ
ー
秋
の
公
開

～
馬

・
う
ま

・
ウ
マ
の
考
古
資
料
～
』

令
和
５
年
１１
月
７
日
（火
）
～
１１
月
１２
日
（日
）

栗
東
市
出
土
文
化
財
セ
ン
タ
ー

栗
東
市
教
育
委
員
会

△  ハ
芸  A

場 期

□南山下遺跡出土 馬形埴輪

(四條畷市教育委員会・四條畷市立歴史民俗資料館蔵)

紀伊大谷古墳出土 馬冑 (複製品・和歌山市立博物館蔵)

原品は重要文化財 (国 (文化庁)蔵 )

今城塚古墳 鞍復元品 (高槻市蔵)

豊彗景耳
手
i「

|■

主 会 会

催 場 期



収
蔵
資
料
紹
介

あ
づ
ち
さ
ん
げ
ち
ょ
う
ち
ゆ
う
お
き
て
が
き

安
土
山
下
町
中
掟
書

秀
次
が
八
幡
に
出

し
た
掟
書
と
と
も

に
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
令
和
四
年

度
に
保
存
修
理
を

受
け
ま
し
た
。

以
前
は
巻
物
の

形
だ

っ
た
の
で
す

が
、
こ
の
た
び

の

修
理
で
は
保
存
の

た
め
、
元

の

一
枚

物
の
文
書
に
戻
さ

れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
二
通
の

掟

書

を
、　
一
〇
月

二

一
日
か
ら

一
一

月

一
九
日
ま
で
の

間
、
安
土
城
考
古

博
物
館

で
、
修
理

後
の
初
公
開
を
行

う
こ
と
と
し
ま
し

た
。
元
の
姿
Ｌ
戻
っ

た
近
江
八
幡
市
の

貴
重
な
文
化
財
を
、

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

一
日
ご
覧
頂
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

（高
木
叙
子
）

一
通

天
正
五
年

（
一
五
七
七
）
六
月
日

四
二

。
三
ｃｍ

×

一
五
〇
生
二
硼

近
江
八
幡
市
蔵

天
正
四
年
、
織
田
家
の
家
督
を
嫡
男
の
信
忠
に
譲
っ
た
信

長
は
、
近
江
国
の
安
土

（近
江
八
幡
市
）
に
移
り
、
新
た
な

城
を
築
き
始
め
ま
す
。
天
下
人
・信
長
の
居
城
、
安
土
城
で
す
。

築
城
と
並
行
し
て
、
そ
の
城
下
町
の
建
設
も
始
ま
り
ま
し
た
。

城
下
町
は
、
城
の
西
側
、
南
北
に
伸
び
る
微
高
地
の
上
に

営
ま
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
心
は
下
豊
浦
お
よ
び
常
楽
寺
と
言

わ
れ
、
特
に
古
代
以
来
の
豊
浦
庄
の
年
貢
の
積
出
港
を
抱
え

る
港
町
で
あ
っ
た
常
楽
寺
に
は
、
信
長
も
上
洛
の
途
上
で
何

度
も
宿
泊
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
町
場
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
た
め
、
信
長
が
翌
年
六

月
に
安
土
山
下
町

（城
下
町
）
に
出
し
た
掟
書
が
、
こ
の
文

書
で
す
。
信
長
の
発
給
文
書
の
中
で
も
類
を
見
な
い
大
き
さ

の
紙

（幅
約
六
〇
硼
）
三
枚
を
継
ぎ
、
十
三
条
の
項
目
が
列

記
さ
れ
て
い
ま
す
。
最
後
に
二
疋
の
龍
に
囲
ま
れ
た

「天
下

布
武
」
の
朱
印
、
紙
の
継
目
裏
に
は
、
馬
蹄
形
の
同
文
の
黒

印
が
捺
さ
れ
て
い
ま
す
。

第

一
条
は
有
名
な

「楽
市
楽
座
」
条
項
で
、
安
土
の
城
下

町
全
体
を
楽
市
と
し
て
座
役
銭
を
は
じ
め
と
し
た
税
や
負
担

を
免
除
す
る
と
言
っ
て
い
ま
す
。
以
下
の
項
目
で
も
治
安
の

安
定
や
秩
序
の
維
持
を
謳
い
、
人
々
が
新
設
の
城
下
町
に
移

住
し
た
く
な
る
よ
う
な
特
典
が
並
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
掟
書
は
、
天
正

一
四
年

（
一
五
八
六
）
六
月
に
豊
臣

安土山下町中掟書

甦
る
安
土
城
跡

～
平
成
の
調
査
整
備
事
業
を
振
り
返
る
そ
の
１
～

平
成
の
安
土
城
調
査
整
備
事
業
は
、
大
手
道
を
中
心
と
し

た
エ
リ
ア
、
百
々
橋
道
を
中
心
と
し
た
エ
リ
ア
、
揚
手
道
を

中
心
と
し
た
エ
リ
ア
、
城
の
中
心
部
、
城
の
南
裾
部
な
ど
、

城
内
の
各
所
で
行

っ
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
安
土
城
の
中

心
部
で
あ
る

「主
郭
部
」
の
調
査
を
振
り
返
り
ま
し
ょ
う
。

安
土
城
の
主
郭
部
と
は
、
黒
金
門
を
は
じ
め
と
す
る
４
つ

の
問
で
閉
じ
ら
れ
た
空
間
で
、
天
主
台

・
本
丸
の
他
に
二
の

丸
や
伝
長
谷
川
邸
跡
な
ど
を
含
む
、
城
内
の
最
も
枢
要
な
部

分
に
あ
た
り
、
６
年
に
わ
た
っ
て
発
掘
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
本
丸
建
物
の
全
貌
が
明
ら
か
に
な

っ
た
こ
と
、

天
主
台
直
下
で
の
火
災
に
よ
る
炎
上
の
痕
跡
を
生
々
し
く
残

す
建
物
の
発
見
、
伝
米
蔵
跡
で
の
金
箔
離
瓦
の
発
見
な
ど
、

多
く
の
知
見
を
得
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
わ
か
ら
な
い
こ
と

が
多
い
エ
リ
ア
で
も
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
今
年
か
ら
始
ま
る
令
和
の
調
査
で
は
、
ま
ず
は
天

主
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
ま
す
。
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
調
査
が

行
わ
れ
て
い
な
い
天
主
台
の

東
面
～
北
面
を
調
査
し
、
天

主
の
規
模
や
形
状
な
ど
を
推

測
す
る
手
が
か
り
を
得

て
、

幻
の
天
主
の
実
像
に
迫
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
調
査

は
今
秋
か
ら
開
始
で
す
。
ど

う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

（滋
賀
県
文
化
財
保
護
課
）
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天主台直下の凄まじい火災の痕跡



秋季特月J展「馬でひも解く近江の歴史」
10月 7日 (上)～ 11月 19日 (日 )

博

物

館

の

主

な

催

し

でかけ In

21日 ～ 11 26日1特別陳列 近江の遺跡発掘調査②
「3世紀の報稲部遺跡出上の矢入れ具」
〈望楼下〉11月 22日 (水 )～令和6年 1月 14日 (日 )

「安土・
1921 ～ 111

12月 11月 10月

４
日
（月
）
休
館
日

ゆ
き

９
日
（土
）
特
別
陳
列
関
連
講
座

「３
世
紀
の
叡

彦
根
市
稲
部
遺
跡
出
土
の
矢
入
れ
具
ス
仮
）

講
師
…
戸
塚
洋
輔
氏
（彦
根
市
観
光
文
化
戦
略
部
文
化
財
課
）
〈要
予
約
〉

１０
日
（日
）
お
正
月
飾
り
を
作
ろ
う

〈要
予
約
〉

‐１
日
（月
）
休
館
日

‐６
日
（土
）
連
続
講
座
Ⅱ

「近
江
の
遺
跡
は
語
る
」
③

「弥
生
時
代
の
大
型
建
物
を
考
え
る
」

講
師
…
木
下
義
信
念
公
財
）
滋
賀
県
文
化
財
保
護
協
会
）
〈要
予
約
〉

‐８
日
（月
）
休
館
日

２５
日
（月
）
休
館
日

２８
日
（木
）
～
１
月
４
日
（木
）
年
末
年
始
休
館

６
日
（月
）

１１
日
（土
）

‐３
日
（月
）

‐９
日
（日
）

２０
日
（月
）

２７
日
（月
）

休
館
日

連
続
講
座
Ⅱ

「近
江
の
遺
跡
は
語
る
」
①

「近
江
の
縄
文
時
代
の
墓
制
ス
仮
）

講
師
…
中
村
健
二
（公
益
財
団
法
人
滋
賀
県
文
化
財
保
護
協
会
）
〈要
予
約
〉

休
館
日

連
続
講
座
Ⅱ
「近
江
の
遺
跡
は
語
る
」②
「古
墳
動
態
か
ら
み
た
栗
太
郡
の
古
墳
時
代
ス
仮
）

講
師
…
宮
村
誠
二
負
公
財
）
滋
賀
県
文
化
財
保
護
協
会
）
〈要
予
約
〉

休
館
日

休
館
日

２
日
（月
）

８
日
（日
）

１０
日
（火
）

‐６
日
（月
）

２‐
日
（土
）

２２
日
（日
）

２３
日
（月
）

２９
日
（日
）

３０
日
（月
）

休
館
日

特
別
展
記
念
請
演
会

「東
ア
ジ
ア
か
ら
み
た
古
代
近
江
の
馬
文
化
」

講
師
…
諫
早
直
人
氏

（京
都
府
立
大
学
文
学
部
准
教
授
）
〈要
予
約
〉

休
館
日

休
館
日

特
別
展
関
連
講
座

「馬
駆
け
る
近
江
―
考
古
資
料
か
ら
み
た
近
江
の
古
代
―
」

請
師
…
辻
川
哲
朗

負
公
財
）
滋
賀
県
文
化
財
保
護
協
会
）
〈要
予
約
〉

戦
郭
探
訪
④

「安
土
城
跡
」
〈要
予
約
〉

休
館
日

城
郭
探
訪
⑤

「観
音
寺
城
跡
と
桑
費
寺
」
〈要
予
約
〉

休
館
日

出
土
遺
物
公
開

多
賀
町
で
古
代
の
銅
銭

り

９

Ｒ

い

え

い

ほ

う

「隆
平
永
宝
」
が
出
土

―
約
８。
年
ぶ
り
に
古
代
銭
出
上
場
所
が
明
ら
か
に
―

博
物
館
で
は
令
和
５
年
６
月
１０
日

（土
）
か
ら

７
月
９
日

（日
）
ま
で
、
当
館
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー

ル
に
お
い
て
、
出
土
遺
物
公
開

『多
賀
町
で
古
代

の
銅
銭

「隆
平
永
宝
」
が
出
土
―
約
８。
年
ぶ
り
に

古
代
銭
出
土
場
所
が
明
ら
か
に
―
』
を
開
催
し
ま

し
た
。
出
土
遺
物
公
開
で
は
、
連
日
た
く
さ
ん
の

お
客
様
に
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。

展
示
し
た

「隆
平
永
宝
」
は
令
和
４
年
Ｈ
月
か

ら
令
和
５
年
３
月
に
、
滋
賀
県
と
公
益
財
団
法
人

滋
賀
県
文
化
財
保
護
協
会
が
発
掘
調
査
し
た
、
犬

だ

い
も
ん

い
け
み
な
み

い
せ
き

上
郡
多
賀
町
敏
満
寺
の
大
門
池
南
遺
跡
か
ら
発
見

さ
れ
た
も
の
で
す
。
隆
平
永
宝
は
古
代
の
銅
銭
の

一
種
で
、
土
坑
か
ら
１５
枚
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
他
に
、

役
人
の
ベ
ル
ト
飾
り
で
あ
る
石
製
丸
輌
も
１
点
発

見
さ
れ
ま
し
た
。
大
門
池
南
遺
跡
で
は
、
昭
和
１９

年
に
隆
平
永
宝
が
約

８。
枚
発
見
さ
れ
た
こ

と
が
知
ら
れ
て
お
り
、

今
回
発
見
さ
れ
た
土

坑
が
、
か
つ
て
隆
平

永
宝
が
発
見
さ
れ
た

遺
構
と
同
じ
で
あ
る

可
能
性
が
高
い
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。

騨
】

―
―

 幽 |

日日日旧日|

※博物館関連講座の会場は当館セミナールームです。

※事情により行事内容や日時 。講師が変更になることがあります。最新の情報は当館ホームページでご確認ください。

※講座はすべて事前申込制となつております。詳細は、電話でお問い合わせください。なお、当館ホームページおよび講座の広報チラシでもご確認できま丸

※滋賀県立安土城考古博物館は公益財団法人滋賀県文化財保護協会が指定管理をしています。
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